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論文内容の要 旨
序論および各編の第 l 章では、従来行なわれてきたこの種の研究概要と本研究との関連を系統的に
記述し、本研究の意義、所在を明確にしている。
第 1 編では、アナログ信号検出特性を出力 SN 比に関して論じたものであって、出力 SN 比の導出
には相関関数法による解析が用いられている。第 l 編第 2 章では、ガウス形ランダムプロセスである
ベースパンドおよびバンドパス変調信号で振幅変調をうけたコヒーレント信号光が背景光とともに光
検波器入力となるときの出力 SN 比の一般式を求め、具体的な数値計算を通じて、その出力特性を論
じている。ついでホモダイン検波の特性を明らかにしている。第 1 編第 3 章では、雑音状信号光のモ
デルとして定常狭帯域ガウス形ランダムプロセスを仮定し、振幅変調をうけた雑音信号光に対する出
力 SN 比について解析し、変調信号の相違にもとずく出力 SN 比の比較および改善に関して論じてい
る。第 1 編第 4 章では、光の変調として振幅変調とならんで重要な強度変調に対して、コヒーレント
信号光の場合の出力 SN 比を解析するとともに、ホモダイン検波の特性についても明らかにしている。
第 1 編第 5 章では、雑音状信号光が強度変調をうけて光検波器入力となるときの出力 SN 比の一般式
を求め、数値計算を行なうことによって出力特性を明らかにし、変調信号の相違にもとづく出力 SN
比の特性の差異を明確にしている。
第 2 編では、ディジタル信号検出特性を誤り率の観点から解析している。第 2 編第 2 章では、コヒ
ーレント信号光に対する光電子計数の確率分布として、厳密なラゲール分布を用い、尤度比のダイパ
ージェンスを計算することによりバルス位置変調方式が信号検出の観点、からは最適であることを証明
し、ついで二種類の M進パルス位置変調方式に対し、具体的に誤り率を求めることを通じて、その信
号検出特性を明確にしている。第 2 編第 3 章では、従来あまり研究されていなかった雑音状信号光に
対し、定常狭帯域ガウス形ランダムプロセスを仮定し、任意の帯域幅をもっ方形の電力スペクトル密
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度のモデルのもとに、光電子計数の確率分布を、特性関数法を用いて導出している。ついで求められ
た確率分布をもとにして、尤度比のダイパージェンスを求め、雑音状信号光に対しでもパルス位置変
調方式が最適で〉あることを示し、数値的に誤り率を与えてその信号検出特性について論じている。第
l 編第 6 章、第 2 編第 4 章では、各編の各章で、得られた主要な結果がまとめられている。全体の結論
は、本研究の成果を総括して述べたものである。
論文の審査結果の要旨
レーザ光を利用する光通信は新しい通信工学の分野として注目されている通信系である。
本論文は、この光通信系における重要な機能である受信装置の信号検出に関する著者の研究をまと
めたものである。本論文で得られた主要な成果はつぎの通りである。
まず、背景雑音光を伴なう通常のアナログ信号によって変調された光通信系の信号検出出力の SN
比の一般式を求め、改善に必要な特性を明らかにした。また、変調信号そのものがガウス形ランダム
プロセスに従う場合についても SN 比の特性を明らかにし、有効な改善方式を示した。
また、ホモダイン検波について、 SN 比の解析を行ない、さらに、振幅変調方式と強度変調方式、
コヒーレント信号光と雑音状信号光、ベースパンド変調信号とバンドパス変調信号、直接検波とホモ
ダイン検波のすべての組合せについて出力 SN 比を求め各方式の比較検討を行なっている。
ディジタル信号を含む光通信系における信号検出特性についても、ラゲール分布を用いて解析し、
誤り率を求め、ャこれを PPM 方式に適用し、コヒーレント信号光と雑音状信号光とについて、誤り率
を改善する設計指針を与えている。
以上のように本論文は、通信工学の進歩に寄与するところ大であり、博士論文として価値あるもの
と認める。
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